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現在，RC構造物の耐久性予測に資する技術とし
て，セメント系硬化体中におけるイオン移動性状を
定量的に評価する手法の構築が求められている。硬
化体中におけるイオン移動性状は，空隙量が同程度
でも結合材種類によって異なる。このことから，結
合材種類によって，空隙量以外の影響因子である空
隙屈曲性などの空隙構造，および空隙表面電荷など
による電気的作用が変化すると考えられる。した
がって，硬化体中のイオン移動性状をより高精度に
評価するためには，空隙構造と電気的作用の定量化
が必要となる。しかし，双方の影響を受けているイ
オン移動性状から，両者を分離し定量化することは
困難である。
そこで本研究では，電気的作用の影響を受けない

酸素拡散性状に基づき，空隙構造の複雑性を表す屈
曲度 τO2を求めた。また，硬化体中に生成する水和
物の大部分を占める C-S-Hに着目し，その比表面
積を用いた空隙構造評価方法の構築を行った。次い
で，塩化物イオン移動性状と酸素移動性状を比較し，
塩化物イオンの移動に対して働く電気的作用の定量

化を図り微細空隙率による評価を行った。
検討の結果，空隙構造の特性を表す τO2は，開放
空隙率に加え結合材種類の影響を受けることが確認
された。また，C/S比により変化する C-S-H比表面
積および開放空隙率によって，τO2は一定の精度で
評価可能であった。このことから，結合材種類の違
いによる τO2の差異は，C/S比の異なる，即ち比表
面積の異なる C-S-Hの生成に起因して生じている
と推察された。硬化体を水和物の集合体として捉え，
水和物の物理的性質の積算によって硬化体のマクロ
な性能を評価する手法の有用性が確認された。一方，
電気的作用が塩化物イオンの拡散に対して及ぼす影
響度は，細孔表面電荷がイオンに対して与える作用
が顕著になる極微細な細孔の量と相関を示した。ま
た，空隙表面電荷がイオン移動に及ぼす作用の大き
さは電位の貴卑によっても変化すると考えられる。
したがって，細孔表面電荷がイオンに及ぼす電気的
作用を評価するためには，極微細空隙量と細孔表面
電位の両者を考慮する必要があると考えられた。
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